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平成22年12月10日

第30回富津市社会福祉大会第30回富津市社会福祉大会第30回富津市社会福祉大会
～みんなでつくろう心ふれあうハートフルタウン～
～社会福祉大会とは～

　社会福祉協議会では、皆さんの福祉に対するさまざま
な問題を地域の皆さんと一緒に解決できるように活動
しております。また、ボランティア活動・福祉教育推進活
動等を通して地域福祉の充実を推進しております。
　社会福祉大会は毎年開催しており、今年で30回目の開
催となりました。社会福祉大会は富津市における福祉活
動について地域の皆さんと一緒に考えたり、情報を交換
するための場所であり、また、日頃活躍されている団体
や市民の方々を表彰し、感謝の意を表する場でもありま
す。当日は式典や記念講演を行い、また各地区社会福祉
協議会やボランティア団体が日頃の活動状況をパネル
展示しております。
　皆さまのお越しを、心よりお待ちしております。

期 日：平成23年1月22日�
時 間：午後12時30分～午後4時
場 所：富津公民館

記念講演

「今、求められる消費者の自立とは」
   ～高齢者をとりまく消費者問題～

<プロフィール>
◆�略歴

1970年　早稲田大学第一文学部卒業「社会学専攻」

日本放送協会（NHK）入局　山形・岐阜・高松・福岡・名古屋・東京の各局に勤務。担当業務：ミッ

ドナイト・ジャーナル/くらしのジャーナル・国会中継等

1993年　チーフアナウンサーとして活躍も依願退職、ベトナムで日本語講師として充電

1994年　フジテレビ「ニュースJAPAN」キャスター

1998年　フジテレビ「スーパーニュース」キャスター

1999年　フジテレビ「スーパーニュースウィークエンド」キャスター

2003年　フリーになり、報道・情報・クイズ・バラエティー等にて活躍中

ハワイアンバンドを学生時代から組み、現在もボーカルとして参加するなど、講演、執筆等幅広い分野

で活躍している。

2008年　早稲田大学非常勤講師

◆�著者

「アオザイの国へ」（同友館）

ベトナム戦争後、日本との民間交流が再開された80年代末から開放政策によって急速に経済が回復し、

観光ブームとなった現在までのベトナムの変化を写真と文で綴ったもの。

みや がわ しゅん じ

ニュースキャスター

宮　川　俊　二 氏

大会プログラム
12:30　オープニング　富津中学校吹奏楽部
13:00　大会式典
13:45　アトラクション　望の門新生舎
14:00　記念講演
16:00　閉会（予定）
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活
動
の
目
的
は
？

　
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
相
談
に
応
じ
、
住
民
が

尊
厳
を
も
っ
て
そ
の
人
ら
し
い
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　
子
育
て
・
福
祉
に
関
す
る
相
談
相
手
で
す
。

●
皆
さ
ん
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
相
談
に
の
り
ま

す
。

●
市
に
ど
ん
な
福
祉
制
度
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
か
、
紹
介
し
ま
す
。

●
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
か
、
関
係
機
関
と

の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
る
の
？

　
市
に
設
置
さ
れ
た
民
生
委
員
推
薦
会
に
よ
り
そ
の
選

考
が
行
わ
れ
、
県
知
事
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
は

県
に
設
置
さ
れ
た
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
に
意
見
を
聴

い
た
の
ち
に
、
厚
生
労
働
大
臣
に
推
薦
を
行
い
、
厚
生

労
働
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
を
ご
存
知
で
す
か

　「
福
祉
ふ
っ
つ
54
号
」
か
ら
始
ま
っ
た
民
生
委
員
児

童
委
員
活
動
を
通
じ
て
の
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

紹
介
も
「
峰
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
」
で
最
後
の
紹

介
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
報
・
研
修
部
会
で
は
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に

何
を
伝
え
れ
ば
よ
い
か
を
検
討
し
な
が
ら
民
生
委
員
児

童
委
員
活
動
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

峰
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、峰
上
地
区
社
協
）の

活
動
紹
介

　
峰
上
地
区
は
君
津
市
、
鴨
川
市
、
鋸
南
町
に
隣
接
し

て
い
ま
す
。
山
間
部
で
は
高
宕
山
、
戸
面
原
ダ
ム
、
ま

た
紅
葉
が
き
れ
い
な
も
み
じ
ロ
ー
ド
と
名
所
が
あ
り
、

自
然
豊
か
で
農
産
物
も
豊
富
な
地
域
と
い
え
ま
す
。

　
峰
上
地
区
の
人
口
は
３
，
１
７
８
人
　
世
帯
数
は
１
，

１
４
２
世
帯
　
65
歳
以
上
の
人
口
は
１
，
０
５
７
人
で

高
齢
化
率
は
33
％
に
も
な
り
ま
す
。
峰
上
地
区
社
協
は

地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
地
域
の
社
会
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
年
間
様
々
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

峰
上
地
区
社
協
の
事
業
紹
介

【
給
食
サ
ー
ビ
ス
】

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
に
安
否
確
認
を
含
め
た
給

食
サ
ー
ビ
ス
を
年
４
回
（
５
月
・
７
月
・
９
月
・
12
月
）

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
弁
当
に
デ
ザ
ー
ト
か
果
物
の
い

ず
れ
か
を
添
え
、
季
節
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

内
容
の
お
弁
当
を
用
意
し
、
お
は
ぎ
や
お
寿
司
等
も
提

供
し
て
い
ま
す
。

【
広
報
紙
発
行
】

　
広
報
紙
を
年
２
回
峰
上
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
発

行
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
毎
回
掲
載
し
て
い
る
「
お

元
気
さ
ん
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
90
歳
を
越
え
た
お
元

気
な
方
を
訪
問
取
材
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
】

　
老
人
ク
ラ
ブ
と
天
羽
東
中
学
校
生
徒
と
が
チ
ー
ム
を

組
み
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
か
ら
競
技
方
法
等
を
教
え
て
も
ら
い
、

世
代
間
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
勉
強
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
が
も
て
る
事
業
か
と
い
え
ま

す
。

【
日
帰
り
バ
ス
旅
行
】

　
高
齢
者
の
方
々
に
、
見
学
を
取
り
入
れ
て
食
事
を
楽

し
ん
で
貰
お
う
と
日
帰
り
バ
ス
旅
行
を
平
成
17
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
で
６
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
度
は
90
歳
以
上
の
方
や
新
し
く
参
加
さ
れ
た
方
も

多
く
な
り
有
意
義
な
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

【
輪
投
げ
大
会
】

　
平
成
17
年
度
か
ら
７
月
に
高
齢
者
の
方
々
と
天
羽
東

中
学
校
生
徒
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
の
輪
投
げ
大
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
　

　
こ
の
大
会
で
は
世
代
を
超
え
て
競
技
を
楽
し
み
、
競

技
の
後
に
は
飲
み
物
、
パ
ン
を
提
供
し
て
、
ゆ
っ
く
り

と
雑
談
す
る
時
間
を
と
り
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
今

で
は
峰
上
地
区
の
定
着
し
た
世
代
間
交
流
の
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
福
祉
教
育
推
進
団
体
の
指
定
】

　
今
年
度
、
千
葉
県
か
ら
福
祉
教
育
推
進
団
体
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
指
定
で
、

環
小
学
校
、
関
豊
小
学
校
、
天
羽
東
中
学
校
、
天
羽
高

等
学
校
と
峰
上
地
区
社
協
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
共

通
し
あ
え
る
事
業
を
み
い
だ
し
３
年
間
実
施
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
幸
に
峰
上
地
区
社
協
は
学
校
と
の
関
わ
り
を
従
来
か

ら
持
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
「
福
祉
教
育
と
は
い
っ

た
い
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
当
初
は
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
教
育
委
員
会
や
富
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
相
談
や
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
市
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、

中
で
も
福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
参
加
に
よ
り
、
収
益
が
地
域

の
福
祉
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
事
業
を
推
進
で

き
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
地
域
力
を
強
め
、
地
域
福
祉
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　昨今の大規模災害の復旧・復興に際し、社会福祉協議会は
重要な役割を担ってきました。
 また、県社会福祉協議会では、大災害が発生したとき、被
災地の現地ボランティアセンターを支援し、救援活動やボラ
ンティア関係組織等の連携強化・協働化事業の推進を重点的
に取り組んでおります。
 今回、11月12日に県内の市町村社会福祉協議会が一同に集
まり、災害が県内で発生した際に県社会福祉協議会と市町村
社会福祉協議会が専門性を活かし、災害時における連絡窓口
や県社会福祉協議会を通じた相互支援、要援助者の実態把握
などを目的に、災害時相互支援に関する協定を締結しました。

千葉県内社会福祉協議会災害時の
　　　相互支援に関する協定を行いました

　
11
月
19
日
　
千
葉
市
の
青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー

ル
で
、
第
60
回
千
葉
県
社
会
福
祉
大
会
（
主
催
　
千
葉

県
・
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
千
葉
県
共
同
募
金
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
千
葉
県
社
会
福
祉
大
会
は
、

福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の

発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々

を
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表

す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
っ
て

本
県
の
社
会
福
祉
の
一
層
の

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
は
大
会
式
典
と
千
葉

県
副
知
事
　
坂
本
森
男
氏
に

よ
る
「
超
高
齢
社
会
に
向
け

た
地
域
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
の
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。

【
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
受
賞
者
】

(

順
不
同
・
敬
省
略)

　●
民
生
委
員
児
童
委
員
（
在
職
期
間
　
10
年
以
上
）

白
井
な
み
子
（
大
佐
和
地
区
）

●
社
会
福
祉
施
設
（
在
職
期
間
　
20
年
以
上
）

社
会
福
祉
法
人
薄
光
会

太
陽
の
し
ず
く
　
　
　
湊
ひ
か
り
学
園
　
　
　
　
　
　

鳥
居
博
明
　
　
　
　
　
岡
田
和
夫
　
　
　

加
藤
昭
平

社
会
福
祉
法
人
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ぞ
み
会

望
み
の
門
学
園
　
　
　
望
み
の
門
楽
生
園

森
加
代
子
　
　
　
　
　
安
西
千
枝
子

望
み
の
門
紫
苑
荘

在
原
礼
子

社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き
会

つ
つ
じ
苑

今
木
康
之
・
鶴
岡
恵
子

高
橋
涼
子
・
劒
持
た
つ
み

民
生
・
児
童
委
員
だ
よ
り

富
津
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
広
報
・
研
修
部
会
発
行

第
60
回
千
葉
県
社
会
福
祉
大
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

峰
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
一
環

▲輪投げ大会の様子

▲優勝された２名の方
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子育て支援事業
おやこ遊遊ひろばおやこ遊遊ひろばおやこ遊遊ひろばおやこ遊遊ひろば

12
月 

16
日
　
１
月
６
・
20
日

２
月
３
・
17
日
　
３
月
３
・
17
日

場
　
所
　
富
津
公
民
館

時
　
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

費
　
用
　
無
　
料

平
成
22
年
度
下
半
期
貸
出
日

（
第
１
・
３
木
曜
日
　
※
祝
日
除
く
）

　
12
月
10
・
24
日
　
１
月
14
・
28
日

　
２
月
　

25
日（
11
日
は
祝
日
の
た
め
お
休
み
）

　
３
月
11
・
25
日

　
場
所
　
中
央
公
民
館

　
時
間
　
午
前
９
時
半
～
11
時
半

　
対
象
　
市
内
に
住
む
親
と
子（
就
園
前
）

　
費
用
　
無
料

◆
主
任
児
童
委
員
の

　
子
育
て
な
ん
で
も
相
談

　
同
時
開
催
中
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成
22
年
度
下
半
期
開
催
日

（
第
２
・
４
金
曜
日
　
※
祝
日
除
く
）

布えほん・おもちゃ貸出し布えほん・おもちゃ貸出し布えほん・おもちゃ貸出し布えほん・おもちゃ貸出し�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ボランティア募集!

「おやこ遊遊ひろば」のボラ
ンティアに関心のある方は、
富津市社会福祉協議会まで
ご連絡ください

布えほん・おもちゃの作品

富
津
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

健
康
で
明
る
い
県
民
づ
く
り
運
動

　
　 

第
29
回
君
津
四
市
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
23
回
全
国
健
康
福
祉
祭
い
し
か
わ
大
会

　
富
津
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
会
員
の
健
康
増
進
や
生
き
が
い
づ

く
り
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
各
種
の
大
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
市
内
の
大
会
以
外
に
も
、
君
津
四
市
の
大
会
や
県
大
会
等
に

も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
が
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
主
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
自

ら
の
健
康
保
持
と
、
家
族
及
び
地
域
社
会
と
の
交
流
を
深
め
、
生
活
の
喜

び
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
で
29
回
を

数
え
る
大
会
は
10
月
20
日
　
袖
ヶ
浦
市
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、
富
津

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
に
３
チ
ー
ム
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
に
30
名
が
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
君
津
四
市

の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
12
チ
ー
ム
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
部
120
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
」
　
　
　
　
　
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
」

優
　
勝
　
千
種
新
田
Ａ（
富
津
）　
　
　
優
　
勝
　
伊
美
　
賢
一
（
木
更
津
）

準
優
勝
　
亀
山
（
君
津
）
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
弥
富
　
正
子
（
君
　
津
）

３
　
位
　
八
幡
（
富
津
）
　
　
　
　
　
３
　
位
　
田
川
　
能
堀
（
木
更
津
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
位
　
前
川
　
利
彦
（
木
更
津
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
位
　
小
田
島
喜
平
（
富
　
津
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
　
位
　
小
宮
　
敏
照
（
袖
ヶ
浦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
　
位
　
広
木
　
勝
男
（
袖
ヶ
浦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
　
位
　
古
川
　
正
夫
（
袖
ヶ
浦)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
　
位
　
篠
原
　
廣
光
（
袖
ヶ
浦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
　
位
　
坂
口
　
光
司
（
富
　
津
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
　
位
　
石
川
　
完
治
（
袖
ヶ
浦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
　
位
　
鳥
飼
　
い
せ
（
袖
ヶ
浦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
　
位
　
鈴
木
　
勢
　
（
富
　
津
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
14
　
位
　
伊
藤
　
茂
男
（
木
更
津
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
15
　
位
　
岩
澤
　
久
　
（
富
　
津
）

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
「
全
国
健
康
福
祉

祭
」
が
10
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
石
川
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
の
代
表
と
し
て
、
岩
澤
久
さ

ん
が
出
場
し
ま
し
た
。
岩
澤
久
さ
ん
は
前
年
度
の
千
葉
県
高
齢
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ド
ゴ
ル
フ
の
部
で
準
優
勝
し
今
年
度
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
お
し
く
も
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
男
性
の
部
２
９
７
名
と
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

富
津
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
輪
投
げ
大
会

第
33
回
千
葉
県
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
11
月
10
日
　
富
津
市
総
合
社
会
体
育
館
で
、
輪
投
げ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
輪
投
げ
大
会
は
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
日
頃
各
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
で
練
習
し
て
い
る
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
団
体
12
チ
ー
ム
、
個
人
30

名
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

「
団
体
戦
」

　
優
　
勝
　
八
幡
睦
会

　
準
優
勝
　
川
向
弁
天
老
人
会

　
３
　
位
　
湊
上
町
老
人
ク
ラ
ブ

「
個
人
戦
」

　
優
　
勝
　
宇
山
寅
雄

　
準
優
勝
　
中
後
貞
夫

　
３
　
位
　
税
所
義
敦

　
11
月
13
日
　
大
網
白
里
町
の
増
穂
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
、
第
33
回
千

葉
県
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
富
津
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

か
ら
は「
千
種
新
田
チ
ー
ム
」と「
八
幡
チ
ー
ム
」の
２
チ
ー
ム
が
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
上
位
３

チ
ー
ム
は
、
全
国
健
康

福
祉
祭「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」（
全
国
大
会
）へ
の

出
場
権
を
得
ら
れ
る
大

会
で
あ
り
、
当
日
は
県

内
か
ら
集
ま
っ
た
強
豪

32
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
接
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
中
で「
千
種
新
田
チ
ー

ム
」が
勝
利
を
重
ね
、

見
事
に
第
３
位
に
な
り

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の

出
場
権
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

「
千
種
新
田
チ
ー
ム
」と

「
八
幡
チ
ー
ム
」の

皆
さ
ん

第３位　おめでとうございます

「千種新田Ａ」への表彰の様子
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第8回富津市社会福祉協議会　福祉バザーを開催しました
満員御礼！ありがとうございました

　10月23日、富津市総合社会体育館にて第8回富津市
社会福祉協議会　福祉バザーを開催しました。
　当日は、出店者を含めて約1,000人の来場があり、
大盛況のうちに終了することができました。
　今回の福祉バザーの収益金は、各福祉団体の活動
資金として有効に使用させていただきます。
　皆様のご協力ありがとうございました。

　富津市内の在住のひとり親家庭（母子家庭・父子家庭）で、
下記の対象に該当する希望者に図書券の贈呈を行います。
【対　象】
ひとり親家庭で平成23年３月に中学校を卒業する生徒
　（公立・私立は問いません）
【内　容】
生徒１人につき図書券5,000円分を贈呈
【配布方法】
３月頃に申込みのあった家庭へ民生委員児童委員の方が
配布します。
【申込方法】
平成22年12月24日（金）までに富津市社会福祉協議会へ
ご連絡下さい。�８７－９６１１

　富津市内の在住のひとり親家庭（母子家庭・父子家庭）で、
下記の対象に該当する希望者に図書券の贈呈を行います。
【対　象】
ひとり親家庭で平成23年３月に中学校を卒業する生徒
　（公立・私立は問いません）
【内　容】
生徒１人につき図書券5,000円分を贈呈
【配布方法】
３月頃に申込みのあった家庭へ民生委員児童委員の方が
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【申込方法】
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　富津市内の在住のひとり親家庭（母子家庭・父子家庭）で、
下記の対象に該当する希望者に図書券の贈呈を行います。
【対　象】
ひとり親家庭で平成23年３月に中学校を卒業する生徒
　（公立・私立は問いません）
【内　容】
生徒１人につき図書券5,000円分を贈呈
【配布方法】
３月頃に申込みのあった家庭へ民生委員児童委員の方が
配布します。
【申込方法】
平成22年12月24日（金）までに富津市社会福祉協議会へ
ご連絡下さい。�８７－９６１１

　
シ
ル
バ
ー
テ
レ
ホ
ン
友
愛
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

ご
希
望
の
あ
っ
た
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
電
話
訪
問
に
よ
る

安
否
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
訪
問
は
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
で
、
土
日
・

祝
日
及
び
年
末
年
始
（
29
日
か
ら
翌
年
３
日

ま
で
）
は
お
休
み
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
連
絡
が
つ
か
な
い
時
は
、
各
地
区

の
担
当
民
生
委
員
の
方
へ
連
絡
し
、
訪
問
等

し
な
が
ら
安
否
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
現
在
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
を
対
象
に
11
月
２
日
に
、
社
会
福
祉

法
人
「
い
の
ち
の
電
話
」
か
ら
飯
田
優
子 

氏
と
甘
利
勢
津
子
氏
を
講
師
と
し
て
招
き
、

電
話
の
応
対
方
法
に
つ
い
て
講
義
や
演
習
を

行
う
な
ど
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
テ
レ
ホ
ン
友
愛
サ
ー
ビ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

富
津
市
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

現
任
研
修
を
開
催
し
ま
し
た

平成22年度ひとり親家庭
　　中学卒業祝品贈呈のお知らせ

　
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
事
業
は
、
視
覚
障
が
い
者
の
ガ
イ
ド
（
外

出
支
援
）
を
す
る
た
め
に
富
津
市
社
協
独
自
の
研
修
過
程
を
修

了
し
た
方
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
現
在

活
動
し
て
い
る
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の

方
を
対
象
に
９
月

28
日
に
千
葉
県
立

千
葉
盲
学
校
か
ら

布
留
川
修
氏
を
講

師
と
し
て
招
き
、

講
義
や
実
技
な
ど

の
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。


